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少
子
化
問
題
が
国
家
的
危
機
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
現
在
に
お
い
て
周
産
期
医
療
の

果
た
す
役
割
は
今
ま
で
以
上
に
重

大
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
周
産
期
医
療
の
中
で
も
胎
児

は
対
応
す
る
こ
と
が
最
も
困
難
な

「
患
者
」
で
あ
り
、
医
学
の
最
先
端

の
研
究
と
高
度
先
進
的
な
技
術
を

駆
使
し
た
医
療
が
あ
っ
て
始
め
て

胎
児
を
患
者
と
し
て
扱
え
る
診
療

を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
胎

児
を
診
療
す
る
こ
と
の
第
一
歩
で

あ
っ
た
「
胎
児
を
患
者
と
し
て
診

る
」
行
為
が
超
音
波
断
層
検
査
を

通
じ
て
可
能
と
な
っ
て
か
ら
数
十

弓
旨
①
田
巴
こ
の
色
の
四
℃
四
画
①
ロ
（

ｌ
胎
児
も
患
者
Ｉ

外
科
系
診
療
部
長
深
田
幸
仁

年
の
月
日
が
流
れ
、
超
音
波
機
器

と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
性
能
の
向
上
に
よ
り

わ
が
国
の
出
生
前
診
断
の
技
術
お

よ
び
新
生
児
医
療
の
レ
ベ
ル
は
い

ず
れ
も
世
界
に
誇
れ
る
も
の
と
な

り
、
周
産
期
死
亡
率
に
見
る
周
産

期
医
療
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
出
生
前
の

胎
児
に
対
す
る
検
査
・
治
療
に
つ

い
て
は
最
近
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
多
く
は
な

っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
社
会

的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、
検
査
・
治
療
の
対
象
と
な

る
べ
き
病
気
を
持
つ
多
く
の
胎
児

が
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
ず
不

発
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Ｐ
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独
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運
に
も
命
を
落
と
し
た
り
、
後
遺

症
を
残
し
成
長
し
て
い
る
症
例
を

ま
だ
ま
だ
多
く
見
受
け
ら
れ
る
の

が
わ
が
国
の
現
状
で
す
。

〃
胎
児
も
患
者
〃
と
し
て
医
療
の
対

象
と
す
べ
き
と
の
認
識
か
ら
Ｈ
冨

可
①
曰
の
四
ｍ
四
勺
ｇ
扁
貝
と
い
う
国

際
学
会
が
作
ら
れ
、
わ
が
国
に
お

い
て
も
一
九
八
七
年
に
は
松
江
市

で
、
一
九
九
三
年
に
は
わ
が
山
梨

の
富
士
吉
田
市
で
、
そ
し
て
二
○

○
四
年
に
は
福
岡
市
で
、
計
三
回

の
Ｈ
丘
の
句
の
曰
の
閉
口
勺
胃
』
①
貝
国

際
学
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
二
○
○
四
年
の
弓
唇
の
句
の
白
の

四
ｍ
四
勺
目
」
の
具
国
際
学
会
で
は
、

胎
児
は
患
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
「
弓
ロ
の
可
２
口
の

ロ
の
四
勺
具
］
の
貝
、
ｇ
心
福
岡
宣
一
一
一
一
口
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
「
①
医
師
、
医
療
に
携
わ
る

人
々
お
よ
び
社
会
は
、
患
者
で
あ

る
胎
児
に
対
し
て
適
正
な
診
断
と

治
療
を
提
供
す
る
真
蟄
な
義
務
を

有
す
る
。
②
胎
児
に
対
す
る
新
し

い
治
療
、
管
理
方
法
の
科
学
的
検

証
お
よ
び
社
会
的
認
知
の
手
続
き

は
、
小
児
お
よ
び
成
人
に
対
す
る

そ
れ
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
③
胎
児
に
対
す

る
診
断
お
よ
び
治
療
に
際
し
て
、

母
親
の
人
権
と
判
断
は
充
分
に
尊

重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
で
す
。

そ
し
て
二
○
○
四
年
の
弓
ぼ
の

可
の
曰
の
ロ
の
四
℃
口
ど
の
貝
国
際
学
会

に
先
立
ち
、
二
○
○
三
年
に
第
一

回
日
本
胎
児
治
療
学
会
が
開
催
さ

れ
以
後
、
日
本
胎
児
治
療
学
会
で

は
毎
年
、
胎
児
治
療
新
技
術
の
開

発
お
よ
び
共
同
研
究
の
み
な
ら
ず

胎
児
治
療
に
対
す
る
社
会
的
認
知

の
向
上
と
「
日
ロ
の
可
の
日
の
閉
口

勺
四
は
①
貝
図
ｇ
←
福
岡
宣
言
」
の
実

践
に
向
け
て
の
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
わ
た
く
し
も
こ
の
学
会
に

所
属
し
〃
胎
児
も
患
者
〃
と
し
て
扱

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
研
鑛
し
て

い
ま
す
。
当
院
で
も
胎
児
検
査

（
超
音
波
専
門
医
に
よ
る
４
，
エ
コ

ー
を
駆
使
し
た
精
密
超
音
波
断
層

検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
羊
水
検
査
、
胎

児
採
血
な
ど
）
、
胎
児
治
療
（
胎
児

輸
血
、
胎
児
不
整
脈
治
療
、
胎
児

尿
路
閉
塞
疾
患
や
胸
水
貯
留
に
対

す
る
シ
ャ
ン
ト
術
な
ど
）
を
積
極

的
に
行
い
、
山
梨
県
内
で
最
も
多

く
の
胎
児
治
療
実
績
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
今
後
も
胎
児
と
会
話
を
し

な
が
ら
そ
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
、

そ
の
訴
え
を
聞
き
逃
す
こ
と
の
な

い
診
療
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

独
立
行
政
法
人

国
立
病
院
機
構
甲
府
病
院

、
山
梨
県
甲
府
市
天
神
町
．
》
Ｊ
可
三
十
室

扇
話
○
五
五
」
五
一
一
》
△
三
矢
代
空
、

発
行
責
任
者

院
長
長
沼
博
文

行発曰此
戸
〕

Ｂ
Ｔ
Ｉ
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み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
泌
尿
器

科
の
相
川
で
す
。
今
冬
は
記
録
的
な

暖
冬
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
冬
場
は

夜
間
頻
尿
を
主
と
す
る
下
部
尿
路
症

状
（
旧
□
弓
の
皿
旧
・
ョ
の
門
口
国
口
貰
］

日
日
９
ｍ
ご
曰
亘
・
曰
）
を
訴
え
る

患
者
さ
ん
が
多
く
な
り
ま
す
。
今

回
は
夜
間
頻
尿
と
最
近
注
目
を
集

め
て
い
る
過
活
動
膀
胱
に
関
し
て

少
し
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
正
常
な
排
尿
機
能
）

ま
ず
正
常
な
排
尿
と
は
、
尿
の

排
出
（
膀
胱
内
に
蓄
え
ら
れ
た
尿

を
体
外
に
出
す
こ
と
）
と
、
蓄
尿

（
尿
を
膀
胱
の
中
に
貯
め
て
お
く
こ

と
）
と
の
二
つ
の
働
き
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
通
常
人
間
は
昼

間
は
五
～
七
回
、
就
寝
後
は
○
～

一
回
程
度
の
排
尿
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
時
間
は
す
べ
て
蓄
尿

を
し
て
い
ま
す
。
普
通
成
人
で
は

膀
胱
内
に
約
一
○
○
ｍ
の
尿
が
貯

ま
る
と
尿
意
を
感
じ
ま
す
。
四
○

○
ｍ
～
五
○
○
ｍ
ま
で
は
特
に
我

慢
し
な
く
て
も
尿
を
貯
め
る
こ
と

診
療
科
案
内

泌
尿
器
科

が
出
来
、
さ
ら
に
そ
れ
を
越
え
て

も
尿
を
貯
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
の
蓄
尿
障
害
の
代
表
的
疾
患
が

過
活
動
膀
胱
で
す
。

（
夜
間
頻
尿
】

一
般
に
年
を
と
る
と
就
寝
後
に

ト
イ
レ
に
何
回
も
起
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
二
回
以
上
ト
イ
レ

に
行
く
場
合
は
病
的
と
考
え
て
良

い
よ
う
で
す
。
夜
間
頻
尿
に
な
る

原
因
は
様
々
で
す
。

①
夜
間
多
尿
…
通
常
人
間
で
は
就

寝
後
は
脳
の
下
垂
体
後
葉
か
ら
腎

臓
で
の
尿
の
産
生
を
減
ら
す
よ
う

に
命
令
す
る
ホ
ル
モ
ン
（
抗
利
尿

ホ
ル
モ
ン
）
が
た
く
さ
ん
分
泌
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
夜

間
の
尿
量
は
減
り
ま
す
。
し
か
し
、

高
齢
者
で
腎
臓
や
心
臓
の
働
き
が

落
ち
て
い
る
人
や
血
圧
の
高
い
人

で
は
、
夜
間
横
に
な
る
と
腎
臓
の

血
流
が
良
く
な
る
た
め
に
尿
量
が

増
え
ま
す
。
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
が
少
な
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

泌
尿
器
科
相
川
雅
美

②
脳
血
管
疾
患
…
通
常
は
尿
が
膀

胱
に
貯
ま
っ
た
と
い
う
刺
激
が
脊

髄
に
到
達
し
、
次
に
尿
を
体
外
に

出
し
な
さ
い
と
い
う
脊
髄
か
ら
膀

胱
へ
の
命
令
を
脳
か
ら
の
命
令
で

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
脳
梗
塞
や
脳
出
血
に
か
か

っ
た
患
者
さ
ん
で
は
こ
の
機
序
が

傷
害
さ
れ
る
た
め
に
、
尿
が
近
く

な
り
ま
す
。

③
膀
胱
容
量
の
減
少
…
高
齢
者
は

若
い
人
の
比
べ
る
と
膀
胱
の
大
き

さ
が
小
さ
く
な
り
、
尿
が
た
く
さ

ん
貯
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

④
前
立
腺
肥
大
症
（
男
性
）
…
前

立
腺
肥
大
症
の
た
め
尿
の
出
が
悪

い
た
め
、
膀
胱
の
筋
肉
に
常
に
尿

を
出
そ
う
と
い
う
命
令
が
か
か
り

〔表１：過活動膀胱症状質問票〕
(○veractlVeBladderSymptomScore：ＯＡBSS）

■以下の症状がどれくらいの頻度でありまし

たか。この－週間のあなたの状態にもっと
も近いものを、ひとつだけ選んで、点数の
数字を○で囲んで下さい。

症状｜点数’頻度
一一一一一一０１７回以下

質問

朝起きてから寝る時までに、

何回くらい尿をしましたか 侍
8～１４１回

２１１５回以上

００回
夜寝てから朝起きるまでに、

何回くらい尿をするために起

きましたか

１１１回
｡

２１２１回

３１３回以上

０１なし

１１週に１回より少ない
２１週に１回以上急に尿がしたくなり、我慢が

難しいことがありましたか

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
過
活
動
膀
胱
】

過
活
動
膀
胱
（
活
動
し
す
ぎ
る

膀
胱
）
は
尿
意
切
迫
感
を
主
症
状

と
す
る
症
候
群
で
す
が
、
ｇ
○
四
年

の
国
際
禁
制
学
会
で
〃
尿
意
切
迫
感

を
有
し
、
通
常
は
頻
尿
お
よ
び
夜

間
頻
尿
を
伴
い
、
切
迫
性
尿
失
禁

を
伴
う
こ
と
も
あ
れ
ば
伴
わ
な
い

こ
と
も
あ
る
状
態
〃
と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。
尿
意
切
迫
感
と
は
〃
急
に

起
こ
る
、
抑
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

強
い
尿
意
で
、
我
慢
す
る
こ
と
が

困
難
な
も
の
〃
を
言
い
ま
す
。
以
下

の
質
問
票
（
表
１
）
が
過
活
動
膀

胱
の
診
断
に
有
用
で
す
。
質
問
３

の
尿
意
切
迫
感
ス
コ
ア
が
二
点
以

上
で
、
か
つ
合
計
点
数
が
三
点
以

３
３１１日１回くらい

４１日２～４回

５１日５回以上

０なし

１週に１回より少ない

２週に１回以上

３１日１回くらい

急に尿がしたくなり、我慢で

きずに尿をもらすことがあり

ましたか

」

４１１日2～4回
５１１日5回以上

合計点数 占
八､､

質問文と回答選択肢が同等であれば、形式はこの通
りでなくともよい。

この表では対象となる期間を「この１週間」とした
が、使用状況により、例えば「この３日間」や「こ
のlか月」に変更することは可能であろう。いずれ
にしても、期間を特定する必要がある。

（過活動膀胱診療ガイドラインより）

１
２

注
注

質問 症状 点数 順ＩＩｆ

朝起きてから寝る時ま､でに

何回くらい尿をしましたか

7::曾'以,､．

8～:４１[:．

１５i;10以：：

夜寝てから朝起きるまでに

何回くらい尿をするためにitil

きましたか

[〕Bnl

1:凶I

21:］

；;凶以mＬ

故k已尿がしたくなり、我慢力

難しい了とがありましたか

なし

週にユ'''1より少ない

週}■エ.;'１以・-2

ユｒ;1;;Ｊ１くらb：

：同２～４１回

ユi:ii:iJl以|・

急に尿がしたくなり、我慢玉

きずに尿をもらすことがあり

ましたか

なＫ

週に１１且Iより少ない

週ｉｒｌ:;』以.弓

ユ｢1ユ[':くらい

と［１２～４;8J

Ｌｌｌ５Ｆ:;以lＨ

合計点数 点
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上
で
あ
れ
ば
過
活
動
膀
胱
が
疑
わ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
尿
路
感
染
症
や
悪
性

疾
患
を
除
外
す
る
こ
と
が
重
要
な

の
で
検
尿
や
超
音
波
検
査
な
ど
も

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
近
の
日
本
排
尿
機
能
学
会
の

疫
学
調
査
で
は
日
本
の
四
十
歳
以

上
の
過
活
動
膀
胱
有
病
率
は
全
体

で
一
二
・
四
％
（
約
八
一
○
万
人
）

で
し
た
。
七
十
歳
以
上
で
は
約
二

○
％
、
八
十
歳
以
上
で
は
約
三

五
％
と
加
齢
と
共
に
有
病
率
は
上

昇
し
て
い
ま
す
。

治
療
に
関
し
て
は
薬
物
療
法

（
抗
コ
リ
ン
剤
な
ど
）
が
主
体
と
な

り
ま
す
が
、
男
性
で
は
前
立
腺
肥

大
症
、
女
性
で
は
腹
圧
性
尿
失
禁

（
咳
を
し
た
時
な
ど
に
尿
が
漏
れ

る
）
、
性
器
脱
な
ど
の
合
併
が
あ
る

人
は
副
作
用
が
強
く
出
た
り
、
効

果
が
悪
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

最
近
の
調
査
で
は
過
活
動
膀
胱

の
症
状
が
あ
る
人
の
う
ち
、
八
割

弱
は
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
な

い
と
い
う
結
果
も
で
て
い
ま
す
。

薬
が
箸
効
す
る
場
合
や
、
結
石
や

腫
瘍
な
ど
が
隠
れ
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
頻
尿
（
昼
間
は
八

回
以
上
、
夜
間
は
一
回
以
上
起
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
）
で
つ

ら
い
方
は
〃
年
の
せ
い
〃
と
あ
き
ら

め
ず
医
療
機
関
を
受
診
く
だ
さ
い
。

一窃冴

内
科
系
診
療
部
長
で
あ
る
渡
邊

感
染
管
理
室
長
の
も
と
、
専
任
で

感
染
管
理
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

感
染
管
理
専
任
と
し
て
の
役
割
は
、

患
者
様
、
病
院
職
員
そ
し
て
甲
府

病
院
に
関
わ
る
人
々
が
院
内
感
染

し
な
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
院

内
全
体
に
感
染
防
止
教
育
を
行
う

こ
と
、
そ
し
て
感
染
患
者
ケ
ア
上

の
感
染
防
止
の
問
題
に
つ
い
て
リ

ソ
ー
ス
と
な
る
よ
う
に
努
め
、
感

染
防
止
に
関
す
る
問
題
解
決
を
行

う
こ
と
で
す
。

感
染
管
理
室
で
取
り
組
ん
で
い

る
主
な
活
動
内
容
と
し
ま
し
て
は
、

①
院
内
感
染
防
止
の
た
め
の
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
（
血
管
内
留
置
カ
テ

ー
テ
ル
関
連
血
流
感
染
等
）
、

院
内
の
感
染
の
現
状
を
把
握
し
、

効
果
的
な
対
策
を
実
施
す
る
た
め

に
行
っ
て
い
ま
す
。
②
感
染
に
関

す
る
各
部
署
の
情
報
収
集
及
び
実

態
調
査
、
定
期
的
に
巡
視
を
行
う

4視兜

職
場
紹
介

感
染
管
理
室

感
染
管
理
看
護
師
長
岩
下
美
代
子

こ
と
で
各
部
署
の
情
報
収
集
を
行

い
、
現
場
の
実
情
に
あ
っ
た
対
策

を
行
う
た
め
で
す
。
③
感
染
防
止

の
方
針
の
提
示
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
及
び
改
正
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
遵
守

の
指
導
・
確
認
④
院
内
感
染
情
報

の
提
供
（
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
結
果
、

感
染
症
情
報
、
針
刺
し
事
故
等
）

⑤
感
染
防
止
に
関
す
る
職
員
へ
の

研
修
と
し
て
定
期
的
に
勉
強
会
の

開
催
⑥
職
員
の
感
染
防
止
と
し
て

針
刺
し
事
故
予
防
、
結
核
感
染
予

防
、
予
防
接
種
の
実
施
を
行
っ
て

い
ま
す
。

院
内
感
染
シ
ス
テ
ム
と
し
て
感

染
防
止
対
策
の
実
務
組
織
で
あ
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
イ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
チ
ー
ム
）
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

も
活
動
し
て
い
ま
す
。
感
染
防
止

対
策
の
実
務
組
織
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
メ
ン
バ
ー
は
、
感
染
対
策
室
長

と
感
染
管
理
担
当
師
長
の
他
に
医

師
一
名
、
看
護
師
二
名
、
薬
剤
師

一
名
、
臨
床
検
査
技
師
一
名
、
事

務
職
一
名
の
八
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
業
務
と
し
て
、

①
細
菌
検
査
室
及
び
病
棟
よ
り
報

告
さ
れ
る
院
内
感
染
情
報
の
把
握

と
分
析
、
②
各
職
場
の
点
検
を
行

い
院
内
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
指

摘
や
改
善
指
導
、
③
院
内
発
生
の

感
染
症
に
対
す
る
治
療
法
の
提
一
一
一
一
『

細
菌
学
的
な
助
言
や
感
染
防
止
の

た
め
の
指
導
、
④
院
内
感
染
対
策

に
関
し
て
職
員
の
教
育
・
啓
蒙
お

よ
び
感
染
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
外
来
・
手
術
室
・
各
病

棟
に
お
い
て
情
報
伝
達
、
役
割
モ

デ
ル
と
し
て
行
動
す
る
リ
ン
ク
ナ

ー
ス
と
連
携
し
て
、
感
染
対
策
の

知
識
、
看
護
と
教
育
の
技
術
、
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た

解
決
方
法
を
用
い
て
、
患
者
様
及

び
御
家
族
。
面
会
者
・
医
療
従
事

者
の
安
全
性
を
確
実
に
す
る
環
境

を
作
り
出
し
、
維
持
す
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
更
に
良
質
な
医
療
・
看

護
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
専
任

と
し
て
組
織
横
断
的
に
感
染
管
理

活
動
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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外来診療 担当表
平成19年３月１日現在’月 火 水 金

渡邊 川口

渡
一
黒

邊｜澤

渡
一
黒
二
局

壜
｜
澤
｜
木

１

黒澤 黒澤巴

三
一

内科 ３１１１１口 尾畑

■４１高崎 高崎

二二9－
…,斜|:|ゴト鳶

曰
へ
曰
・
一

￣

長
二
目

沼
一
崎
三

【曰特殊外来
午後３ＤＯ～

高
一
一
一
久
一
加
一
中
一
中

木
二
一
冨
一
藤
一
根
一
村

￣

精神

科
－
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
科
一
科
一
－
’
２
｜
科
－
１
’
２
’
３
｜
科
一
科

￣

稲見

小児科

斉
一
中
一
神

藤
一
村
一
谷

田口

野口

神経外来

（午後）

摂食外来
（午後）

曰一□￣ ￣
￣

￣￣

器 ～

消
一
外

化 稲岡 稲岡

鈴
一
萩
一
若
一
相
一
深

木
一
野

竹花 鈴木 角田

若生 萩野 萩野
整形外科

生 落合 落合 落合

泌 １１１ 相１１１ 相川 相１１１器尿

高木|卍 深田 深田

産婦人科 伊東 伊東 伊東 高木

■|戸|,繼譽鴬:副）
山梨大学より

U扇週交替（全ＦＴ苅中）

古市 古市 手術曰 古市狼

＝￣ 一｜矢崎耳鼻 喉胆
￣ ￣￣

※乳児健診(小児科）

※予防接種(小児科）

※高齢者健診

※人間ドック

※脳ドック

毎週火.木曜日

毎週水曜日

毎週月･木曜日

毎週火曜日

毎週火.金曜日

(完全予約制）

(完全予約制）

暖
冬
の
折
、
寒
さ
に
震
え
る
こ
と

も
あ
ま
り
無
い
ま
ま
、
季
節
は
春
へ

と
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

と
、
な
る
と
、
気
を
つ
け
た
い
の

が
「
花
粉
症
」
。

今
ま
で
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
人

で
も
、
突
然
発
症
す
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
の
で
、
単
純
に
春
の
訪
れ
を

喜
ん
で
い
ら
れ
な
い
の
が
悲
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
本
誌
「
て
ん
じ
ん
」
で
す

が
、
現
在
の
「
毎
月
発
行
・
４
頁
構

成
」
と
い
う
形
で
の
発
行
は
今
回
が

最
後
と
な
り
ま
す
。

次
号
４
月
号
よ
り
２
ヶ
月
に
１
回

の
発
行
と
な
り
、
内
容
も
充
実
さ
せ
、

大
幅
な
紙
面
の
拡
充
も
行
い
ま
す
。

次
回
か
ら
の
新
し
い
「
て
ん
じ
ん
」

に
、
ご
期
待
下
さ
い
。

（
Ｍ
・
Ｙ
）

医
療
連
携
室
直
通
電
話

編
集
後
記

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
５
５
Ｉ
２
４
０
ｌ
６
２
２
３
泙
垈

Ｆ
Ａ
ｘ
Ｏ
５
５
ｌ
２
４
０
ｌ
６
２
２
５

平成19年３月１日現在 月 火 木 金

内科

渡邊

黒澤

川口

高崎

1＄ヴーP研ｳﾞｳﾞ頷伊伊伊研一
￣ｻﾞｻﾞｻﾞｻﾞｻﾞｻﾞｰ￣

川口

黒澤

尾畑

高崎

一一二■￣誤'裸－－裸PF'FｳﾞｳﾞｳﾞﾃﾞP

渡邊

黒澤

高木

渡邊

川口

中尾

高崎

.…眼ﾛﾛ択胡〆〆〆似〆〆〆似〆〆'Up胡胡ﾂー

渡邊

黒澤

高木

￣ｳﾞｳﾞ伊伊ヴーー伊伊ｻﾞー
脳神経外科 ５ ’串….ゴー￣

－－■j￣みげP
長沼 .ﾁﾞｳﾞｳﾞｳﾞｳﾞ宍ｺﾞｺﾞｳﾞｻﾞｻﾞ■jｳﾞザザーーーー 長沼

特篭3;6WＬ采 高木 高崎 高崎

精神科 －－■ﾛｳﾞｻﾞｳﾞｻﾞｳﾞｳﾞｳﾞｻﾞｰ
一伊伊ｻﾞｳﾞｰ

平野・塩江

小児科

神経外来
（午後）
摂食外来
(午後）

３

久富

加藤

中根

中村

=』－－－
.餌頷伊頷'■■ヴヴザＦＰ

稲見

田口

神谷

野口

一一誤ｳﾞｳﾞ■■研ｻﾞｻﾞｰ

一一~

久富

斉藤

中村

神谷

.ﾁﾞｳﾞｳﾞ宍'■■ｻﾞｻﾞｰ
-B~ｳﾞｰ■白一一

久富

加藤

中根

呈蒋１ヌ固

呂岩ユヌ因
畠山

野吾皀Ｉ因

島烏己試回

ﾈ印モ芽
ｕｌ里ﾖ；

稲見

田口

野口

中根

￣鈩尹鈩伊研一
.餌ｻﾞｻﾞｰｳﾞｻﾞ多Pｳﾞｳﾞﾃﾞ■

消化器科 稲岡 稲岡 稲岡 一一伊伊ヴー研''一ｳﾞｻﾞｰｳﾞｳﾞｻﾞｰ
外科 鈴木 角田 竹花 鈴木 角田

整形外科
２

萩野

若生

若生

落合

若生

落合

萩野

落合

萩野

落合

泌尿器科 相１１１ |Ⅱ口 相Ⅱ’ 相１１１ 相１１１

産婦人科

１

２

３

深田

伊東

山梨大学より
11肩う回蚕室書（午蔽J中）

深田

高木

高木

伊東

.餌ヴー研ｳﾞｻﾞｳﾞｳﾞｳﾞｰｰP係一一ヴデP

深田

伊東

.￣ｳﾞｳﾞ■■宍一

.ロー■餌￣誤ｳﾞｳﾞ餌ヴヴP

深田

高木

山ﾖﾈ&大弓三より
F扇ﾇ固云ご窪;（午7苅司.）

眼 科 古市 古市 古市 手術曰 古市

耳舅咽喉科 一Fｳﾞｳﾞｳﾞｰｰｰｳﾞ研ヴゲヴヴP 矢崎
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